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耀詰工場の細菌汚染並びに消毒に関する研究

第 2報樺詰工場広島けるサ 9ノーJV消毒の効果

谷川英一・紀谷忠彦

く北海道大学水産学部水産食品製造学教室〉

Studi，白 onBacterial Contamination and Disinfection in CannerI<白

1I. Disinfective eff配 tof sodium hypochlorite in canneries 

Eiichi TANIKAWA and Tadahiko KIYA 

Abstract 

Dr，侭sers，utensi1s and floors in canneri凶 areoften contaminated by therrnotoleIatrt bacter弘
The authors have tried to disinfect th慨 dI'偲sersand uter凶器 障 mea磁 ofa制球協1of sodium 

hy卯chlorite. Bacteria in the pure cu1tures of the isolated thermotolぽantbacteria were stぽilizedby a 

di1ution 1 : 250 of the soIution of sodium hypochlorite (∞ntaining effective chlorine却 .94%)ー The

tables and n∞'rs in the canneries were steriIized by the same solution. Utensi1s which were not so 
contaminated by bacteria were steri1ized by the solution of the dilution 1: 1αlO of the same 

disinfectant. 

纏設工場『ておける器具，床等が細菌によって著しく汚染されているととは，前報において報告した如くで

ある。これ等の汚染器具，床の消苦手には従来あまり関心なく，唯カムチヤッカの健詰工場においては食塩水

を電気分協して製造した次亜塩素酸ソ【ダ液(商品名，サリノール，叉は電水〉が消毒tで使用された。叉最

近アメリカ}ておいては表面活性殺菌剤としての，第4級アシモζ ウム撞く商品名 Ph臼neral，Zephiran， Rω:cal 

等〉が器具の消事与に使用されている。著者等は従前繕詰工場において使用され，価絡も低廉であれ効果が

あると云われているサリノール液f執?で対して抵抗の弱い大腸菌，その他病源菌についての研究の結果tまあ

るが，耐熱性細菌に対する殺菌効果については研究が行われていないのでことに実験を試みた。

実駿の部

1. 前報lJにて分離した耐熱性細菌の純粋培養について行なった実験

前報において分離した4種の耐熱性の強い菌株について日本公衆保健協会法によりサ Hノールの設菌効果

をみた。倫比較のため，石炭酸係数を算出した盟、。ザリノーJJ，は有効塩素量20.94%のものを用いた。実験温

度は200::!:O.50Cにおいて行った。実施方法はサPノ【JJ:..と石炭酸の各稀釈度の溶液を作/:).とれらをlOcc宛

作用試験管tきとしとれを湯浴中 (200のにおき，とれに各供試菌の肉汁埼菱液 (370C，24時間培養)1cc 

宛を糊し，よく擾狩し，正確に2.5分後tてその混合液より 1白金耳宛をとって別の肉汁培養基に移し:yoc
48時間培養後，その肉汁の潤渇より菌の生死を判定する。爾後一定時間毎に混合液中より別の肉汁に移殖し

同様に菌の生死をみた。

その実験結果は次の第1表及び第2表の如くである。

第1表は供試菌の実測値が全く未知数であったので，石炭酸溶液は1:100及び1:2∞のもの，サリノ【Jレ

溶液は 1:1∞， 1 :250， 1: 5∞， 1: 1卿稀釈のものを用いた。第2表では稀釈率の区分の巾を狭くして
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第 2表サリノー Jレ殺菌本実験結果総括表

殺菌剤l l2τ会5TA-51醤o 15 LB51151 |2二.5511015 2.5 5 10 15 

ザ 1: 2田 一一一一 ザ 1: 750 一一一一 ザ 11:却O 1: 3∞ 一一一一
リ 1: 275 一一一一 り 1: 8∞ 一一一一 り1:詔5一一一一 リ1:担5十一一一
ノ 1:却む +一一一 ノ 1: 850 +ー一一 ノ1:350 一一一一ノ 1: 3回 + +一一

1:325 + + +ー 1:的。 + +一一 1: 375 +一一一 J 11: 375 + +十一

)1〆 1: 350 + + + + ノレ 1:1似)() + + + + )1〆 1: 41∞ + + +ー )1" 1: 4'∞ +十++ 
石 1: 50 一一一一 石 1: 100~ 一一一一 石 1: 1∞ 一一一一 一一一一

1: 剖 一一一一 1: 110 + +一一 1: 110 +一一一 60 一一一一

炭 1: 70 一一一一 炭 1: 1w + + +ー 炭 1: lWI + + +ー 炭 70+ー一一

1: 80 +一一一 1: 1叩 + + + + 加 +十一一

酸 1: '90 + + +一 酸 1: 140 + + + + 酸 1: 1401 + + + + 酸 11:田 + + + + 

実験を行なった。

第2表の実験結果より石炭酸係数を算出すれば次の如くである。

300+325 2 625 
A菌=一一三一一 X 80+面ー=王子百キ 3.7 B菌=器寺川

375+400 2 
C菌=一一一一一ー×一一一一ーキ 3.4 D菌=一ーキ 4.42 "110+1W 

石炭酸係数からみても耐黙性細菌4菌種の中. B菌tまサりノーJ1-j';::耐して抵抗弱く， D菌は之KつぎA，

C菌は最も強い，叉とれらの菌は石炭酸K対しては大略近似している抵抗力をもっととが判った。即ち耐熱

性の震も強かったB菌もサPノール液く有効塩素量20.倒'%)では蜘倍の稀釈液を用いても殺減されるとと

をみた。併し他の菌種では抑倍の稀釈液を用いなければ効のないととが判った。

2. I濁における実地設菌実験

純枠培養した耐熱性細菌を用いて行なった実験と比綬するため，織詩工場で最も細菌汚染の甚だしい調理

合について実験した。

即ち調理合〈魚の腹裂き台〉に用いられている 2枚の原板 (2回×羽田1)を灘し，-作業終了後1枚の板の

方にサリノ戸ル溶液(有効温素量却.倒'%)を 1側倍に稀釈したものを 21 程注~ (A) ，他の1枚の板は

対照として殺菌を行わずそのままとしておいたくB)。翌日作諜前く12時間後〉両方の板の表面より lcm2，厚

さ 2rnrnだけアルコール消容したカミソリの双で切取b普通寒天平板培養を行って生菌数を調べた。培養温
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第3表 サ PノーJレ稀釈溶液(1: 1000)で調理台を
殺菌した場合の殺菌効果

A・場サ合リノ戸ル溶液で殺菌した I B.殺菌しなかった場合
試斜番号|残存細菌数 試斜番号|残存細菌数

(1) 6.2x10市 (1) 69 x 104 

(2) 12.2x10苛 (2) 126.3 X 104 

(3) 14.0 X 103 (3) 572.4x 104 

く4) 23.7 X 108 (4) 761.1 x 1Q4 

(5) 38.4 x 108 く5) 1，267.4x1Q4 

平均| 18.9 X 103 平均| 559.3 x 1Q4 

度はお0_350C，培養時聞は.48

時間， A， B共lC5ケ宛試糾を

とった。その結果r~第 3表の如

くである。

との結果をみてもサリノール

液の 1:10∞稀釈液では未だ

相当数の残存細菌のあることが

判った。

向纏詰工場tでおいて使用する

蒸煮用木枠r徽の生ずるととが

あるので，との木枠120ケをサ

リノールの1:10∞稀釈液を入

れたタy グド約5分院lWB浸漬し

洗日擦の上，乾燥した場合， 15日後に徽を生じたものは120ケの中5ケに過ぎなかった。

以上の結果によれば，サリノールの 1:1∞0稀釈溶液では特に細菌の汚染の甚だしい調理台，肉詰合の

如きものでは効果が薄いことが判ったので，純粋培養について行ったと同様に1:250稀釈液で行ったとこ

ろ残存細菌数は極く少数か，殆ど見出せなかった。併しとの場合は稽々塩素臭が強かったので，後で清水を

流したところ，その臭も少なくなった。

要するに工場内におけるサりノール語専務においては，細菌汚染の甚だしい器具，場所には少なくとも 1: 

250稀釈液で，細菌汚染の少ないととろでば 1:1∞0の稀釈液で消言与すれば，工場肉細菌汚染は減じ，纏詰

の殺菌効果も向上することとなる。

要 約

前報に引きつづき分離した耐熱性細菌の純粋培養tてついてサリノールによる殺菌効果を検討し，併せで纏

詰エ場の実際的殺菌効果もみた。その結果耐熱性の強かった菌種もザリノール〈有効塩素量 20.94%)の

1 :250稀釈溶液で死滅するととをみた。纏諮工場内で実際に器具を殺菌する場合，細菌の汚染の甚だしい調

理台，肉詩台等は1:250稀釈液で，細菌汚染の少ない器具等では1:10∞稀釈液で消薄すべきととを知った。
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